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これは架空の事例です　実際に存在する方ではありません

手帳

健康保険

■経過（調査結果）

L病院

相談支援部会　個別支援会議事例②

対象者

氏名 Bさん　（男性） 大森・調布・蒲田・羽糀・区外・不明

住所 大田区 電話

生年月日 平成○年○月○日 19歳 所属 K事業所（生活介護）

障害名病名

国保･組合･社保･共済 医療 自支医･○障･無 年金 障害( 　級 )･老齢･遺族･無

愛( ２ )身(　　)精(　　) 区分 区分(５)･無 介護 要介護(　　)要支援(　　)･無

知的障害、てんかん 病院

これまでに大きな病気をしたことはなく、健康だったが、最近ストレスからか熱が出やすい。

K生活介護事業所

△△ 姉 23歳 同居･別居 関係者 M（相談支援専門員）家族

○○ 母 50歳 同居･別居 関係者

大田区で出生、小、中、高と特別支援学校に通い、卒業後は区内のK生活介護事業所へ通う。

小学校の時に父親が死亡したが、遺族年金はなく、母親と姉が働いて生計を支えている。

17歳 同居･別居

関係者 R（居宅支援事業所）

□□ 弟 関係者 N、P、Q（移動支援事業所）

■生育歴・病歴・仕事歴など

放デイは居場所になっていたようで、行くのを嫌がることはなかった。

てんかんあり、たまに発作があるが、服薬である程度コントロールされている。

■相談内容

放課後等デイサービスを利用している頃よりも社会参加の場が少なくなり、生活が単調で、

微熱があるときに移動支援を利用することは憚られることがあるが、過ごす場所がない。

居宅支援サービスも、狭い自宅（本人の部屋はない）で、本人は時間をもてあましがちで、

悪くなってしまってきている。

体調や弟のこともあり、母が仕事を休んで対応せざるを得ない日も増え、母の職場での立場が

①本人の様子

発語なし。感情を表に出すことはほとんどなく、穏やかだが、嫌なことは座り込んで動かないなどの

意思表示はある。慣れない相手には、声かけに応じないことも多い。

高等部までは平日夕方と土曜日は放課後等デイサービスを利用していた。

生活介護に通うようになってから移動支援と居宅支援サービスで夕方と土曜日を過ごしている。

利用も組み込んだ。しかし、自宅はかなり狭く、引きこもりがちな弟もいて、ヘルパーが入るにも

高等部卒業前に相談支援事業所に計画作成の依頼があり、２月にM相談支援専門員が関わり始めたが、

②家族の様子

母の職場は遠く、朝は7:00に家を出て、帰宅は19:00過ぎになる。土日も月に数日仕事がある。

姉は、朝は事業所のバスに乗る介助をしてくれるが帰宅は遅い。

弟は発達障害の疑いがあると指摘されたことがあり、高校へ進学したが現在は学校を休みがちで

自宅は狭く、姉は近々一人暮らしをしたいと思っている。

本人の体調のこともあり、母が仕事を早退したり休んで対応している。

姉、弟はそれぞれの生活をしてもらいたいと母は思っており、介護の担い手としては望んでいない。

③これまでのとりくみ

そこで初めて平日19時までと土曜日のほぼ一日を放課後等デイサービスや移動支援で過ごしていた

ことが分かり、4月からの生活に向けて、移動支援事業所の契約を増やし、合わせて居宅支援の

気を使う状態で、移動支援も何社も入ってようやく時間の確保だけができている。

頼れる親族は他にいない。

引きこもりがちなため、卒業できるか分からない。

あげられていたが、家族も目の前のことに対応することでいっぱいで余力がないのが現状である。

当初のサービス等利用計画では、将来に向けて短期入所の利用体験や、GHを目指すことなどが目標に
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■ジェノグラム

■エコマップ

本人

30代で死亡 50歳会社員

23歳会社員 17歳高校生

Ｎ移動支援事業所

Ｋ生活介護事業所

母

Ｍ相談支援専門員

地域福祉課

Ｒ居宅支援事業所

19歳生活介護

姉

弟

Ｑ移動支援事業所
Ｐ移動支援事業所

個別支援会議②から抽出した地域の現状と課題

①本人への支援

児童期のセルフプラン→サービス等利用計画の導入による利点は、本人を中心とした

意思を叶えるための支援ともいえるが、ご本人の意思を探ることを心掛けているかどうか

意思決定支援はなされているか

短期入所などのまだ利用していないサービスの見学、体験など誰が支援するのか

意思を確認するためには、新たな体験、変化も必要なのではないか

移動支援の利用に柔軟性がない（途中で立ち寄る場所がなかなかない、）

自宅以外に過ごす場所がない

②家族への支援

母親が相談する場所、相談相手がなかなかいないのではないか

母親が働き続けるための支援、という視点

（発達障害が疑われる、引きこもりがちな）弟への支援は誰が担うのか

家庭全体への支援の視点でみていくことが必要なのではないか

世代により社会資源の活用の考え方が変わってきている
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～個別支援会議②より抽出した地域課題に対する解決策～ 

≪すぐに取り組めること≫ 

●自宅以外で過ごす場や立ち寄れる場所を開拓する。 

例えば、夕方以降の高齢者デイサービスの利用。 

●新たな体験から余暇を過ごせるようにしていく。 

●選択肢を増やしていくために、放課後等デイサービスの中で、 

新しく自律的に取り組めることに挑戦していく。 

＝本人の意思を汲み取るためには、「経験」が必要。 

●情報を集約し、定期的なケア会議を開催し、支援者間で状況を共有する。 

●家族がセルフプランを利用した背景もあり、支えられる体験が必要。保護者

のネットワークを用いて、計画相談の役割や好転事例を発信していき、セル

フプランから相談支援専門員が作成する計画に切り替える動機づけを進める。 

●セルフプランの利用が多いため、機会をとらえて行政が指導していく。 

 

 

≪時間を要すること＝協議会で取り組んでいくヒントになること≫  

●放課後等デイサービスに代わる場について、インフォーマルも含めた資源を

検討し開発していく。 

●移動支援や居宅介護の適応範囲について事例を集めて検証していく。 

 

 

③相談支援専門員の課題

高等部卒業前から卒業後の支援に向けての準備が十分に行われているだろうか

相談支援専門員として本人への関わりをどの程度持てばいいのか

状態の変化に合わせてケア会議を開催し、支援者間で情報を共有する、同じ方向を向ける支援

幼児期から成人期まで支援を引き継いでいく視点

複数の課題がある家族への支援という視点

④制度における課題

成人になるまでセルフプランが多く、将来の見通しが持てているのか疑問がある。

家族の思いでサービス利用に至っている場合もあるため、相談支援専門員と関わる経験がない。

成人になると放課後等デイサービスと同様のサービスがない、日中一時支援も足りない

高等部卒業後の余暇支援、社会参加の場、インフォーマル支援、障害者の生涯学習、

大人になっても療育的視点をもった取り組みが少ないのではないか

高等部卒業後、障害年金を受け取れるまでの経済的支援がない

障害児相談支援事業所の数が少なく、相談支援の担い手が足りない。
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事
例

検
討

Ⅰ
　

知
的

障
が

い
者

の
地

域
移

行
支

援
よ

り

課
題

解
決

策

①
 グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
体

験
場

所
が

少
な

い
①

 体
験

型
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

へ
の

行
政

か
ら

の
補

助

①
 体

験
型

に
特

化
す

る
と

空
き

部
屋

を
作

る
こ

と
に

な
り

、
財

政
的

な
負

担
と

な
る

①
 公

営
の

体
験

型
に

特
化

し
た

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

設
置

②
 戻

り
た

い
（

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
を

利
用

し
た

い
）

方
の

人
数

把
握

①
 グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
体

験
と

と
も

に
ア

パ
ー

ト
等

の
暮

ら
し

の
体

験
が

で
き

る
場

所
の

検
討

③
 地

域
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
担

う
場

所
を

増
や

す
必

要
が

あ
る

②
 実

態
把

握
、

調
査

方
法

…

④
 人

材
不

足
の

確
保

④
⑤

 人
材

の
確

保

⑤
 数

日
の

体
験

で
も

計
画

相
談

、
個

別
支

援
計

画
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
の

業
務

負
担

が
生

じ
る

⑥
 対

応
状

況
の

蓄
積

、
相

談
体

制
の

構
築

、
事

業
所

に
対

す
る

意
識

向
上

へ
の

働
き

か
け

⑥
 事

業
者

の
相

談
で

き
る

場
所

が
不

明
確

⑦
 グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
情

報
が

ま
と

ま
っ

て
い

な
い

、
情

報
の

不
足

⑦
 情

報
伝

達
に

格
差

が
あ

る
こ

と
（

欲
し

い
情

報
が

手
に

入
ら

な
い

）

⑦
 家

族
側

、
事

業
所

側
ど

ち
ら

に
と

っ
て

も
活

用
で

き
る

も
の

を
作

成
す

る

⑧
 上

記
に

加
え

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

の
作

成
の

検
討

【
課

題
・

解
決

整
理

票
】

⑦
 項

目
は

…
空

き
情

報
、

男
女

比
、

特
色

、
対

象
者

、
条

件
、

場
所

、
待

機
者

情
報

、
  

  
新

規
設

立
情

報
等

を
収

集
  

  
⇒

 「
待

機
」

情
報

を
含

め
る

事
で

新
規

参
入

事
業

者
の

参
考

と
な

る

⑦
 情

報
集

約
の

た
め

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
連

絡
会

で
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
実

態
把

握
　

  
を

行
う

⇒
そ

の
後

、
情

報
発

信

時 間 を 要 す る こ と す ぐ に 取 り 組 め る こ と
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 【
課

題
・

解
決

整
理

票
】

す ぐ に 取 り 組 め る こ と
⑦

“
単

身
生

活
”

と
い

う
選

択
肢

を
も

つ
。

⑦
サ

ー
ビ

ス
あ

り
き

で
は

な
く

、
そ

の
人

の
困

り
ご

と
に

寄
り

添
う

。
⑦

福
祉

サ
ー

ビ
ス

以
外

の
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
支

援
を

活
か

す
。

≪
本

人
の

希
望

・
意

思
・

意
向

を
確

認
す

る
手

段
と

し
て

・
・

・
≫

⑥
本

人
参

加
の

ケ
ア

会
議

を
く

り
か

え
し

開
催

。
ま

た
本

人
の

権
利

擁
護

の
視

点
か

ら
、

第
三

者
の

当
事

者
を

ケ
ア

会
議

に
介

入
す

る
。

⑥
体

験
の

前
に

、
ま

ず
は

資
源

見
学

を
行

い
イ

メ
ー

ジ
を

作
る

。
⑥

体
験

を
と

お
し

て
、

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
こ

と
を

選
択

肢
か

ら
外

さ
な

い
。

⑥
地

域
生

活
を

送
る

イ
メ

ー
ジ

を
持

つ
た

め
に

、
友

人
や

知
人

と
会

う
機

会
を

設
け

る
⑥

【
自

分
史

】
の

作
成

支
援

を
し

、
本

人
の

生
活

設
計

図
を

確
認

す
る

。

⑤
高

齢
と

障
害

福
祉

分
野

が
、

お
互

い
の

制
度

を
知

る
た

め
の

研
修

を
開

催
。

⑤
支

援
す

る
関

係
機

関
も

孤
立

さ
せ

な
い

仕
組

作
り

。

①
②

既
存

の
建

物
を

活
用

し
て

い
く

。

⑧
「

障
が

い
者

福
祉

の
あ

ら
ま

し
」

を
わ

か
り

や
す

く
改

訂
し

、
区

民
を

対
象

と
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
効

果
測

定
を

行
う

。

③
受

け
入

れ
る

側
の

ル
ー

ル
と

し
て

、
制

度
の

柔
軟

性
が

必
要

。

④
地

域
移

行
支

援
事

業
の

重
要

性
を

周
知

し
、

活
用

す
る

。

⑦
既

存
の

サ
ー

ビ
ス

に
、

利
用

す
る

人
を

当
て

は
め

て
し

ま
う

考
え

。

⑧
障

が
い

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
広

く
周

知
す

る
た

め
の

、
区

内
発

信
が

十
分

で
な

い
。

④
生

活
環

境
、

医
療

と
の

連
携

、
金

銭
管

理
、

家
族

の
想

い
等

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

“
支

援
者

”
が

不
明

確
。

①
身

体
障

が
い

の
あ

る
方

が
利

用
で

き
る

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
が

少
な

い
。

⑤
6

5
歳

以
降

の
障

が
い

者
に

対
し

て
、

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

だ
け

で
は

本
人

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
な

い
。

⑥
本

人
の

希
望

は
、

今
ま

で
の

経
験

か
ら

発
信

さ
れ

る
。

選
択

を
す

る
上

で
、

さ
ら

な
る

体
験

（
住

む
、

働
く

、
大

田
区

外
の

場
所

で
の

生
活

）
が

必
要

。
ま

た
本

人
の

希
望

す
る

生
活

の
中

で
、

優
先

順
位

を
精

査
し

て
い

く
こ

と
も

求
め

ら
れ

る
。

③
障

害
福

祉
の

施
設

で
も

利
用

基
準

が
あ

り
、

活
用

で
き

な
い

。

課
　

　
題

解
　

　
決

②
区

内
の

活
用

で
き

る
資

源
が

限
ら

れ
て

し
ま

う
。

（
居

住
地

で
な

い
と

、
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

等
が

利
用

で
き

な
い

。
区

内
有

料
老

人
ホ

ー
ム

の
入

居
費

が
高

額
。

）

時 間 を 要 す る こ と

事
例

検
討

Ⅱ
　

身
体

障
が

い
の

あ
る

方
の

地
域

移
行

支
援

を
考

え
る

　
　

　
　

　
　

　
～

本
人

の
身

体
機

能
の

低
下

と
本

人
の

希
望

と
受

け
入

れ
先

の
マ

ッ
チ

ン
グ

に
つ

い
て

～



87 

 【
課

題
・

解
決

整
理

票
】

④
福

祉
と

医
療

の
連

携
を

ケ
ア

会
議

な
ど

を
重

ね
て

円
滑

に
し

て
い

く
。

（
情

報
共

有
）

時 間 を 要 す る こ と す ぐ に 取 り 組 め る こ と
③

退
院

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
各

病
院

で
実

施
で

き
る

よ
う

働
き

か
け

る
。

③
地

域
移

行
・

地
域

定
着

支
援

事
業

を
周

知
（

本
人

・
病

院
関

係
者

）
し

、
支

援
を

　
利

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

③
6

3
0

調
査

で
地

域
統

計
を

確
認

す
る

。

②
作

業
所

に
通

所
を

開
始

す
る

。

②
訪

問
系

サ
ー

ビ
ス

等
を

活
用

す
る

。
（

訪
問

看
護

・
民

生
委

員
の

訪
問

）

①
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
つ

な
が

り
（

自
治

会
・

ご
近

所
・

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

グ
ル

―
プ

）
で

  
 地

域
定

着
を

図
る

。
　

　
【

気
を

付
け

る
こ

と
：

見
守

り
が

監
視

に
な

っ
て

は
い

け
な

い
】

①
一

般
的

な
障

が
い

情
報

の
発

信
を

す
る

。
　

　
【

気
を

付
け

る
こ

と
：

同
じ

診
断

名
を

ひ
と

く
く

り
に

説
明

で
き

な
い

】

①
本

人
の

不
安

を
軽

減
し

地
域

定
着

を
進

め
る

②
就

労
の

希
望

が
あ

る
。

②
食

事
が

適
正

に
摂

取
で

き
て

い
な

い
。

②
日

中
も

ひ
と

り
で

過
ご

す
こ

と
に

な
る

。

③
長

期
入

院
し

て
い

る
方

が
地

域
に

戻
り

た
い

意
思

を
伝

え
る

こ
と

が
難

し
い

。

③
病

院
か

ら
出

た
く

な
い

人
の

意
思

確
認

の
行

い
方

（
治

療
の

た
め

出
る

こ
と

が
　

で
き

な
い

人
・

暮
ら

し
の

場
に

な
っ

て
い

る
人

、
と

も
に

存
在

す
る

。
）

②
後

見
人

制
度

を
利

用
す

る
と

き
は

、
チ

ー
ム

後
見

を
利

用
す

る
。

③
地

域
の

理
解

不
足

③
本

人
が

安
心

し
て

外
に

出
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

③
入

院
し

て
い

た
人

の
「

友
の

会
カ

フ
ェ

」
を

開
催

し
地

域
の

人
に

も
関

わ
っ

て
も

ら
う

。

④
医

療
と

の
連

携
が

難
し

い
場

合
が

あ
る

。

②
遺

産
相

続
や

ア
パ

ー
ト

運
用

、
金

銭
管

理
が

本
人

の
負

担
に

な
る

。

事
例

検
討

Ⅲ
　

地
域

移
行

支
援

を
利

用
し

て
退

院
し

た
精

神
障

が
い

の
あ

る
方

の
支

援
に

つ
い

て

①
発

症
前

に
介

入
で

き
た

の
で

は
な

い
か

。
　

＝
自

分
か

ら
発

信
で

き
な

い
と

医
療

に
も

保
健

に
も

つ
な

が
ら

な
い

。
①

家
族

支
援

の
充

実
を

図
る

た
め

に
、

当
事

者
家

族
に

対
す

る
支

援
の

視
点

を
も

ち
、

支
援

機
関

が
つ

な
が

る
。

課
　

　
題

解
　

　
決
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